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果説)の 原理か ら 「仏教は学理に合 し耶蘇教は学理に合せず」 と断じ、キリ
ス ト教は仏教のなかの一部分であり、仏教は 「学理上の宗教」であるが、キ












により何が真理であるかを知 り、その真理観をもって再び仏教 ・儒教 ・キリ
ス ト教を検証 してみると、「独リ仏教二至テハ其説大二哲理二合スル」こと、







































































































































































































翌29年には新年の所感④ 「謹て新年を祝 し併せて期する所を述ふ」 を発表
し、哲学館東洋大学科 と東洋図書館の設立の必要性を改めて主張した。その
































附金募集趣意書」、③ 「東洋学振興策并図書館設立案」、④ 「謹て新年を祝 し
併せて期する所を述ふ」、⑤ 「仏教図書館設立の必要を述ふ」の論説の中で、
②から⑤は哲学館附属東洋図書館設立運動の間に発表され、その主意は、東
洋学振興(⑤ では仏教学)の ために哲学館内に図書館 を設立することを訴え








































然 ルニ我 国古来仏教 ノ図書 ヲー場二蒐集 シテ公衆 ノ閲覧二供 スル者 ア ラ
ス、且ツ諸宗祖師 ノ撰述等、時 二隆替 アリテ行蔵 常ナラス、 僅二其原 本 ヲ諸
寺諸山二秘蔵 シテ世 二示 サ 丶ル者 ア リ、唯一宗 二行 ハ レテ他 門二及 ハサル者
ア リ、故 二輓近欧 米人及 支那朝鮮人等 ノ来 リテ仏教 図書 ヲ見 ン ト欲 スル者、
諸寺諸山 ヲ経歴 シテ之 ヲ尋求 スルモ、 尚其見ル コ トヲ得サル ヲ病 メリ、且 ツ
夫 レ近年諸寺諸 山ノ頽廃 二従 ヒ、 秘蔵 ノ珍 本 ヲ散逸 シテ其所在 ヲ知 ラス、或
ハ既二海タトニ流落 シテ我 国ノ有 ト為ス コ ト能ハサル者少 シ トセス、誠 二社会
ノー大欠 典 ト謂 フヘ シ。今 ニシテ保存 ノ法 ヲ設 ケスンハ、他 日恐 ラクハ臍 ヲ
噬 ムノ日アラン、仍 テ這回我輩同盟発起 シテ大 日本仏教図書館 ヲ設立 シ、現
今世界二存在 スル仏教 図書 ヲー場二蒐集 シ、一 ハ以 テ我国古物中尤モ古 ク且
精ニ シテ、而 シテ欧米諸邦未 タ会テ之 アラサル者 ヲ永遠二保存 シ、 一ハ以 テ
仏教図書 ヲ見 ン ト要 スル内タト人 ノ便覧二供 セ ン ト欲 ス、敢テ信教護法 ノ謂 ノ
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冊(新 勝寺所蔵本く仏書 ・漢籍〉約7千 冊、石川照勤所蔵本く宗教 ・哲学 ・














に関 して、「彼 らは私費を投 じて民衆利用の図書館 を設けたのであるが、こ
れは日本の社会の近代化に伴う内部矛盾の顕在化を恐れた上流階層の一種の
慈恵的思想のあらわれであろう。」(30)としている。しかし、大内青巒 は大 日
本仏教図書館のために 厂金銭 も随分遣い、松本は之が為に借金も殖 し居候事」








れる。③ 「東洋学振興策并図書館設立案」 と④ 「謹て新年を祝 し併せて期
する所を述ふ」には、東京法学院の高橋文庫、高等師範学校の日高文庫につ
いて次のように述べられた部分がある。
余 か友人 中に死後寄附 を募 りて文庫 を設立 したるもの先年来 已に四五 人 も
ありました、 例へは高橋一勝 氏の死後 寄附金 を募 りて高橋 文庫 を法学院 内へ
設置 したるか如 き、或は 日高真実氏の死後寄 附金 を集めて 日高文庫 を師 範校
内に開設 した るか如 き、 其一例 てあ ります、余 も若 し死なは必す余か紀 念に
文庫設立等の相談 もあるべ しと今 よ り予想す る所 なるか、余 は寧ろ自 ら其未
た死せ さる間に図書館 を設立するっ も りてあ ります、而 して其例 を高橋 文庫、
日高文庫等に取 り、 之 を円了文庫 と名 けて哲学館内に置 き、哲学館附属 東洋


























































院 〔館〕へ百円寄附」(37)と記され、同年11月9日には 「井上円了、十三 日、
哲学館開業の旨、古仏像、金子十五円寄附」(38)と記 されている。明治29(1896)
年1月 には、「哲学館東洋大学科并東洋図書館新築費募集広告」の趣 旨に賛



















































が指揮官とな り、幕府軍艦咸臨丸に乗 り太平洋を横断し、サ ンフランシスコ


















帰国したる後図書蒐集の必要を感 じ一両年前数千円を投 じて成田図書館 を堂





本稿では、井上円了が発表した ① 「哲学館内二古像古書 ヲ蒐集スル旨趣」、
② 「仏教一切蔵経購入有志寄附金募集趣意書」、③ 「東洋学振興策并図書館























(7)常盤大定 「真理金針(初 篇)解 題」『明治文化全集』第19巻宗教篇 昭和3年9
月29頁




















35年11月15日から8ヶ月間、第3回 が明治44年4月1日から7ヶ 月間の 日程で
行われている。













礎を築いた先師』大本山成田山新勝寺 平成10年9月、大田次男 「井上円了 と
































(43)日本図書館協会 『近代 日本図書館の歩み 本篇』1993年12月15頁
(44)この歓迎決議書と勝海舟について記されたものには、橘井清五郎 「洋式図書館
の嚆矢」『図書館雑誌』63号 大正13年、がある。
(45)森川彰 「海軍兵学寮文庫の創設」前掲誌31頁
(46)「護国寺内の図書館」『時事新報』明治39年3月7日
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